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選択・施工上の注意

■ 施工前・施工環境
原則として内装使用
本品は内装用途にご使用ください。（外貼り商品を除く）

取扱注意
本品は大変薄く折れやすいので取り扱いにはご注意ください。また運搬時に
おいても慎重な取り扱いをお願いします。
保管時は本品をきつく巻いた上で、地面に直接置かないようにしてください。
商品によって梱包形態が異なる場合がありますのでご了承ください。

施工温度
本品の施工可能温度範囲は12～38℃程度ですが、最適な施工温度範囲
は20～25℃程度です。
現場で本品を保管する場合は、直射日光を避け、温度は38℃以下で保管
してください。
施工後の急激な温度変化はフクレ等の原因となるため、避けてください。

結露
サウナや温水プールなど、常時結露が発生する場所での使用は避けてくだ
さい。またガラスフィルムで結露を防ぐことはできません。

ガラスの熱割れ
屋外に面したガラスに本品を貼ることでガラスが熱割れする場合がありま
す。ガラスフィルムを施工するとガラスの日射吸収率が高まり、直射日光を
受けて膨張する部分と、サッシ周辺や影がかかり膨張しない部分との間に、
ガラス単体時より大きな引張応力が発生することがあるためです。ガラス
フィルムは事前に熱割れリスクの試算が可能です。WEBサイトまたは熱
割れ判定シートにてご依頼ください。本試算はリスクの目安であり、熱割れ
しないことを保証するものではありません。

虹彩現象
太陽光や室内蛍光灯の反射光がフィルム表面に虹のような模様として見
える場合（虹彩現象）があります。ガラスフィルムの商品特性としてあらか
じめご了承ください。なお、「低虹彩」アイコン付与商品は虹彩膜（干渉縞）
を見えにくくした商品ですが、完全になくすことはできません。

UVカット
UVカットの商品は日焼けや褪色等を防ぐことに有効ですが、紫外線以外
の理由では効果がありません。

ハードコート
ハードコートの商品表面には特殊樹脂コーティングを施しており、施工時
や清掃などによるキズを軽減することができます。ハードコート加工を施
していない商品については特に慎重な取り扱いをお願いします。

外貼り
「外貼り可」アイコン付与商品はガラスの屋外面に施工が可能な商品です
が、特に環境の影響を大きく受けるため、施工環境を事前に確認してくだ
さい。海沿いや砂埃が強く舞う場所等にはおすすめできません。

■ 下地調整
下地の清掃
ガラス面とサッシ枠をきれいに洗浄して、貼り付け時にチリやホコリが入ら
ないように注意してください。

下地の種類
本品は、一部商品を除き、平滑なガラス面に施工することを想定しています。

樹脂板への施工
ポリカ－ボネート板やアクリル板などの樹脂板への施工は、フィルムのフ
クレや剥がれのおそれがあるため、避けてください。施工する場合は下貼り
用フィルム（BB-348）をご使用ください。ただし、どのような場合にもフク
レや剥がれを完全に防ぐものではありません。

■ 裁断・貼り
カット・引き出し時のキズ
ロール状の本品をカットしたり巻き直したりする際は、表面にキズがつか
ないように、ご注意ください。

リバース施工推奨
金属膜や染色タイプなどの商品は左右の色差によりジョイントが目立つ
場合がありますので、リバース施工をおすすめします。該当商品は「リバー
ス施工推奨」アイコンにてご確認ください。

柄合わせ
柄のある商品にはリピートがありますが、商品特性上、柄合わせができな
い場合がありますので、あらかじめご了承ください。

ロットによる差異
本品は厳正な品質管理を行っておりますが、ロットにより差異が生じる場
合があります。異なるロットを同じ面に使用することは避けてください。

セパレーターを使用して圧着
ハードコートがない商品は、スキージーでの圧着時のキズを防ぐために、
商品から剥がしたセパレーターで表面を覆い、その上から圧着してくださ
い。なお、セパレーターは粘着面に貼り付いていた滑り性の良い面にスキ
ージーを当てるようにしてください。

■ 施工後
施工後のくもり
施工時に使用した水分がガラスと本品の間に残り、表面がくもって見える
場合があります。これは水分の蒸発とともになくなりますが、低温時や日陰
面ではある程度の日数を要する場合があります。ただし、本品が正しく施
工されなかった場合はこの限りではありません。

高温・多湿
常時50℃以上となる場所や、水中、湿度が高い場所への施工は避けてく
ださい。
また60℃以上の熱源の近くでは使用しないでください。


